
里見浩太朗さんのステージは、自身の楽曲「昭和生まれの

風来坊」で幕開け。続いて、戦後の名曲「上海帰りのリ

ル」や、平和への祈りを込めた「長崎の鐘」をカバーし、

その深い表現力で視聴者を魅了しました。クライマックス

では、幕末の動乱期を歌った壮大なオリジナル曲「流星~い

にしえの夜空へ~」を熱唱し、圧巻のパフォーマンスを披

露。「みんなで歌おう」のコーナーでは「ふるさと」を合

唱し、会場は温かい一体感に包まれました。曲間のトーク

では時代劇の撮影秘話を語るなど、スターの気さくな人柄

も光ります。歌とトークで届けられた感動のステージは、

万雷の拍手の中、幕を閉じました。

感動レク新聞

昭和の名曲から壮大なオリジナル曲まで、圧巻のステージ

里見浩太朗さん、感動レクに再登場！
時代劇スターが贈る、人生の応援歌と平和への祈り

ダイジェスト動画はこちら▶︎
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